
令和３年度 修了式 式辞

今年の冬は例年になくたくさんの雪が降り、
本当に春が訪れるのだろうかと心配になるぐら
いでしたが、最近はぐっと暖かくなり日に日に
春を感じるようになりました。

さて、今年度１年間、全校生２人での学校生
活を過ごしてみてどうだったでしょうか。模範
とすべき先輩も面倒を見るべき後輩もいない中
での学校生活は、他の学校では決して経験する
ことのできないものでした。その中にあって、
みなさんは、２年生というややもすると不安定
になりうる時期に、落ち着いて学習や諸活動に
学校の中心として取り組んでいきました。とて
も素晴らしいことです。何よりも、コロナ禍に
ありながらも、１年間大きく体調を崩さずに、
学校に通い続けたことは素晴らしいと思います。
そして、この１年間の２年生の成長には驚かさ
れることがたくさんありました。

まず、今年度より始まったアントレプレナー
シップ学習への取り組みです。はじめのうちは、
生徒も先生方も次に何をしたらいいいのか試行
錯誤しながらの取り組みでしたが、生徒のみな
さんが意欲的に楽しく取り組んでくれたおかげ
で、商品開発・製造・販売と順調に行うことが
できました。開発商品試食会・道の駅やてんえ
い市での販売など、今までに経験したことのな
いことにたくさん挑戦してきました。その中で、
地域の方や関係者のご協力の大切さと感謝の気
持ちを学ぶことができました。来年度の活動も
大変楽しみです。



次に、湯中祭での堂々とした発表です。コロ
ナの影響により、２年続けて湯本体育館での発
表はできませんでしたが、中学校の体育館で、
２人にしかできない様々な発表を緊張しながら
も立派に行うことができました。特に、独唱や
アントレ発表、よさこいなどは、休み時間や放
課後の練習を積み重ねてきた努力の成果であっ
たことは言うまでもありません。見に来られた
地域の方々にもたくさんのお褒めの言葉をいた
だきました。

さて、いよいよ来年度は２人にとって中学校
生活最後の１年となります。今年度同様に、何
をするにも２人で深く考え、そしてより良い行
動を選択していかなくてはなりません。特に、
来年度は進路決定の時期にもなり、高校進学へ
の不安や心配もあると思います。３年生として
毎日の学校生活を充実させ、学習や諸活動に自
分たちの願いや思いを込めて、一つ一つ丁寧に
活動していきましょう。２人のそばには先生方
がついているので、いつでも助言を受けること

ができます。来年度も、先生方と一緒に良い学
校を作り上げていきましょう。

現在のウクライナでの悲惨な状況やコロ
ナ禍がおさまり、穏やかな心で毎日を過ご
すことができることにも期待しています。
春休み中は健康に気をつけて、新たな気

持ちで３年生のスタートが切れることを楽
しみにしています。
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